
倫 理 授 業 N o . 2 8

６ 近 代 日 本 の 苦 悩

① ナ シ ョ ナ リ ズ ム

( 1 ) c f . 鹿 鳴 館 時 代 の に 対 す る 反 動[１ ]主 義 [２ ]主 義
ろ く め い か ん

[ ３ ]日 本 人 三 宅 [４ ]明 治 2 1 ( 1 8 8 8 ) 政 教 社 （ ） …『 』

2 2 ( 8 9 ) 新 聞 『 日 本 』 … が 中 心陸 [５ ]

2 7 ( 9 4 ) 曰 清 戦 争 （ ～ 9 5 ） → 愛 国 心 が 高 ま る

e x . の 日 本 主 義高 山 [６ ]

3 7 ( 1 9 0 4 ) 曰 露 戦 争 （ ～ 0 5 ） → 韓 国 併 合 （ 明 治 4 3 1 9 1 0 ）

３ ( 1 4 ) 第 一 次 世 界 大 戦 （ ～ 1 8）大 正

[ ７ ] 主 義 （ ｳ ﾙ ﾄ ﾗ ﾅ ｼ ｮ ﾅ ﾘ ｽ ﾞ ﾑ ）昭 和 ６ ( 3 1 ) 満 州 事 変 後 の

( 2 ) 国 民 道 徳

１ （ 日 本 道 徳 論 ） … 儒 教 道 徳 と 西 洋 思 想 の 折 衷西 村 [８ ] 『 』

２ … 忠 と 孝 （ メ イ ン ） ＋ 西 洋 の モ ラ ル （ サ ブ ） e x . 市 民 的 責 任 感[９ ]勅 語

∴ 忠 → 国 家 主 義

孝 → 家 族 主 義

c f . 国 民 ＝ 天 皇 の 臣 民 ・ 赤 子
せ き し

② 近 代 的 個 人 の 目 覚 め

… 前 近 代 的 な 伝 統 や 家 族 、 集 団 主 義 と の せ め ぎ 合 い を 通 し て

( 1 ) ＿ イ ギ リ ス ヘ 留 学夏 目 [ 1 0 ]

１ 「 私 の 個 人 主 義 」[ 1 1 ] 本 位 、

注 ： エ ゴ イ ズ ム を 否 定 す る 倫 理 的 で 人 格 的 な 自 己 ・ 個 人

… 人 ま ね で な い 、 自 分 ら し い 生 き 方

∵ 「 外 的 （ ＝ 受 動 的 ） な 文 明 開 化 を 批 判」

２ 近 代 文 学 を 大 成

e x . 『 こ こ ろ 』

３ … 晩 年 の 境 地 。 東 洋 的 な 自 然 さ に 帰 る[ 1 2 ] 去 私

ち っ ぽ け な 自 我 を 超 え た 、 大 い な る も の

( 2 ) ＿ ド イ ツ ヘ 留 学 （ 医 学 ）森 [ 1 3 ]

１ （ 「 あ き ら め ）[ 1 4 ] レ ジ グ ナ チ オ ン 」

… 個 人 と 社 会 の は ぎ 間 で 、 自 己 の 立 場 を 受 け 入 れ る 潔 さ
い さ ぎ よ

e x . 『 舞 姫 』

２ … 史 実 に 忠 実 な が ら も 歴 史 そ の ま ま で は な い 小 説 。 前 近 代 的 な 封 建 的 束 縛 の 中[ 1 5 ]小 説

で こ そ 、 内 面 的 自 由 や 意 地 を 発 揮 し て 人 間 的 に 生 き た 武 士 や 庶 民 を 描 く

(3 ) … 文 芸 雑 誌 「 白 樺 」 で 活 躍 し た 、 大 正 の 人 道 主 義 ・ 理 想 主 義 作 家 グ ル ー プ 。[1 6 ]派

e x . 武 者 小 路 実 篤 、 有 島 武 郎 、 志 賀 直 哉
む し ゃ の こ う じ さ ね あ つ た け お し が な お や


